
三角比（1）　三角比の活用

＜1＞　三角定規

［∃基礎編‖16】
△AβCにおいて、∠AβC＝600、∠ACβ＝450、Aβ＝2とする。

頂点Aから辺βCに垂線Af）を引き、頂点Cから辺A月に垂線COを引く。

い　線分βP、CPの長さをそれぞれ求めよ。

（2）線分CQ、Q月の長さをそれぞれ求めよ。

（3）∠BAtの大きさを求めよ。また、tan∠BACの値を求めよ。
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＜2＞　三角比の活用
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